
長 野 県 神 社 庁 報 　 第136号
令和５年１月１日発行：長野県神社庁  庁報発行委員会・庁報編集委員会

（長野市箱清水1-6-1　電話026-232-3355　FAX026-233-2720）

庁舎氏子会館 地鎮祭　令和４年９月12日� 写真提供：神社新報社

神　　　　　州 （136号）令和５年１月１日（1）



目

　
　
　
　次

目
次
・
日
誌
抄		



２

庁
長
・
会
長
年
頭
の
辞		



４

長
野
県
神
社
庁
物
語		



５

神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年		



９

「
奉
頌
〜
戦
後
の
青
年
神
職
た
ち
〜
」		



13

清
内
路
教
養
研
修
会		



14

塩
田
平
雨
乞
い
行
事

諏
訪
神
仏
一
斉
公
開		


15

御
造
営
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス		



16

新
任
神
職
の
横
顔

神
社
本
庁
表
彰

神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭
斎
行		



17

寄
附
者
顕
彰
・
辞
令		



18

令
和
三
年
度
神
社
庁
歳
入
歳
出
決
算
書		



19

年
賀
広
告		



20

子
供
参
宮
団
募
集
案
内		



24

１
日	

月
次
祭

５
日	

庁
舎
氏
子
会
館
建
設
委
員
会

５
日	

理
事
会

５
日	

人
事
諮
問
委
員
会

９
～
10
日

	

雅
楽
研
修
会　

於　

深
志
神
社

12
日	

総
代
会
監
査
会
・
役
員
会

21
日	

第
百
一
回
定
例
協
議
員
会

24
日	

兼
任
神
職
祭
式
研
修
会

24
～
25
日

	

初
任
神
職
研
修
会
（
前
期
）

26
日	

教
育
関
係
神
職
協
議
会
役
員
会

29
日	

教
化
部
祭
祀
委
員
会　

於　

深
志
神
社

七
月

（
令
和
四
年
七
月
〜
令
和
四
年
十
一
月
）

１
日	

月
次
祭

４
日	

庁
舎
氏
子
会
館
建
設
委
員
会

	

（
特
別
委
員
会
）　

於　

滝
旅
館

９
日	

教
化
部
調
査
委
員
会　

於　

四
柱
神
社

10
～
11
日

	

全
国
教
育
関
係
神
職
協
議
会
全
国
大
会

	

　

於　

愛
知
県
名
古
屋
市

10
日	

教
化
部
青
少
年
対
策
推
進
委
員
会

18
～
19
日

	

初
任
神
職
研
修
会
（
後
期
）

22
日	

神
政
連
県
本
部
役
員
会

22
日	

教
化
部
教
化
委
員
会

25
日	

第
七
十
七
回
連
合
大
会
地
元
打
合
会

	

　

於　

佐
良
志
奈
神
社
社
務
所

26
日	

庁
舎
氏
子
会
館
建
設
工
事
定
例
会

26
日	

総
代
会
支
会
長
会

	

　

於　

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

27
日	

県
教
神
協
総
会　

於　

上
田
市

29
日	

庁
報
編
集
委
員
会

30
日	

庁
舎
建
設
事
業
「
地
鎮
祭
」
打
合
せ

八
月

神　　　　　州 （136号）令和５年１月１日（2）



１
日	

月
次
祭

5
～
９
日

	

東
海
地
区
中
堅
神
職
研
修
会

	
　

当
番　

静
岡
県

８
日	
東
海
五
県
参
事
会　

於　

静
岡
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鎮
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Ｗ
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６
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６
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岐
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８
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岡
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謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
内
各
神
社
の
神
職
総
代
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
、

清
々
し
く
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
県
神
社
庁
の
庁
務
執
行
に
、
深
い
御
理
解

と
絶
大
な
る
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

畏
く
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、

愈
々
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
趣
、
誠
に
慶
賀
の
極
み

に
存
じ
ま
す
。

　

神
宮
の
御
事
に
つ
き
ま
し
て
、
神
宮
大
麻
全
国
頒
布

百
五
十
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
機
に
原
点
に
立
ち
返
り
、

祭
祀
の
基
幹
と
も
い
う
べ
き
神
棚
奉
斎
の
あ
り
方
、
神

宮
大
麻
と
氏
神
様
の
神
札
を
共
に
祀
る
意
義
啓
発
に
努

め
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
致
し
た
次
第
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
庁
舎
建
設
地
鎮
祭
が
滞
り
な
く
斎
行
出

来
、
今
後
上
棟
祭
、
遷
座
祭
を
斎
行
し
、
愈
々
新
庁
舎

が
完
成
致
し
、
竣
功
祭
を
も
っ
て
皆
様
に
お
披
露
目
が

出
来
ま
す
。
今
年
が
平
穏
無
事
の
良
い
年
で
あ
り
ま
す

事
を
願
い
、
皆
様
の
幾
久
し
い
御
繁
栄
、
御
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

健
や
か
に
清
々
し
く
新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
内
外
と
も
多
難
な
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
穏
や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
致
す
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
長
野
県
神
社
庁
庁
舎
氏
子
会
館
建
設
事
業
に
対

し
ま
し
て
も
、
関
係
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
、
昨
年
九

月
の
地
鎮
祭
を
始
め
種
々
順
調
に
推
移
致
し
て
い
る
こ

と
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

県
総
代
会
諸
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
総
代
挙
げ
て
挙

行
出
来
ま
す
よ
う
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
努
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
今
の
数
々
の
天
災
ま
た
政
治
の
混
乱
に
起
因
す
る

国
内
外
の
諸
問
題
は
混
迷
を
極
め
て
お
り
ま
す
が
、
私

た
ち
は
神
の
恵
み
に
感
謝
し
祈
願
す
る
者
と
し
て
、
一

致
団
結
し
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
絆
は
も
と
よ
り
、
地
域
を
超
え
た
絆
を
も
確
か

な
も
と
し
、
人
々
が
明
る
く
元
気
が
出
る
よ
う
後
押
し

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
神
様
の
お
恵
み
を
戴
き
、
平
和
な
平
穏
な
幸

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
皆
様
と
共
に
念
じ
つ
つ
年
頭

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
御
挨
拶�

長
野
県
神
社
総
代
会
　
会
長

長
野
県
神
社
総
代
会
　
会
長　

藤
村
　
吉
彦

藤
村
　
吉
彦

年
頭
の
御
挨�

長
野
県
神
社
庁
　
庁
長

長
野
県
神
社
庁
　
庁
長
　　
滝
　
　
和
人

滝
　
　
和
人

神　　　　　州 （136号）令和５年１月１日（4）



　

新
し
い
神
社
庁
氏
子
会
館
の
起
工
を
迎

え
、
こ
の
機
会
に
長
野
県
神
社
庁
の
来
歴
を

顧
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▉
終
戦
の
詔
勅

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

　
「
朕
ハ
帝
国
政
府
ヲ
シ
テ
米
英
支
蘇
四
国

ニ
対
シ
、
其
ノ
共
同
宣
言
ヲ
受
諾
ス
ル
旨
通

告
セ
シ
メ
タ
リ
」

　

終
戦
の
詔
勅
を
拝
し
た
神
社
界
は
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
に
示
さ
れ
た
「
宗
教
及
思
想
ノ
自

由
並
ニ
基
本
的
人
権
ノ
尊
重
ハ
確
立
セ
ラ
ル

ヘ
シ
」
の
文
言
「
宗
教
の
自
由
」
と
は
い
か

な
る
意
味
を
も
つ
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な
措

置
が
な
さ
れ
る
の
か
、
憂
鬱
の
心
持
ち
で

待
っ
て
い
た
。

　

九
月
に
な
る
と
、
占
領
軍
の
狙
い
は
神
社

と
国
家
の
分
離
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。

神
社
が
国
家
の
管
理
を
離
れ
、
国
家
か
ら
の

支
援
を
得
ら
れ
な
い
の
な
ら
ば
今
後
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
。
大
日
本
神
祇
会
、
皇
典
講

究
所
、
神
宮
奉
斎
会
の
関
係
者
は
考
え
た
。

　

昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日

　

連
合
軍
司
令
部
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
神
道
司

令
」
が
日
本
政
府
に
示
さ
れ
、
神
社
の
国
家

か
ら
の
分
離
が
命
令
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日

　

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
神
社
関
係
代
表
者

二
百
名
が
集
ま
り
、
吉
田
茂
か
ら
神
社
本
庁

の
設
立
の
趣
旨
が
説
明
さ
れ
た
。
二
月
二
日
、

国
家
の
神
祇
院
官
制
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
二
月
三
日

　

宗
教
法
人
で
あ
る
神
社
本
庁
が
設
立
さ
れ

た
。

▉
長
野
県
神
社
庁
の
設
立

　

昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日

　

い
ま
ま
で
大
日
本
神
祇
会
県
本
部
は
長
野

県
庁
内
に
あ
っ
た
が
、
神
道
司
令
に
よ
り
箱

清
水
の
も
と
の
仮
中
教
院
で
あ
る
皇
典
講
究

分
所
に
移
っ
て
い
た
。
神
祇
会
を
解
散
さ
せ
、

設
立
総
会
を
開
い
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
五
月
六
日

　
　

神
社
庁
発
足
の
声
明
よ
り

城山公園から見た神社庁舎 建設当時の神社庁舎
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長
野
県
神
社
庁
物
語

長
野
県
神
社
庁
物
語

　
「
・
前
略
・　

神
官
神
職
は
国
家
の
官
吏

待
遇
た
る
の
地
位
特
典
を
辞
退
し
民
間
人
と

し
て
神
明
奉
仕
の
匪ひ
き
ゅ
う躬
を
效な

す
こ
と
は
、
実

に
国
家
喫
緊
の
用
務
に
応
え
、
神
社
本
来
の



使
命
を
達
成
す
る
所
以
な
る
を
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
る
。

・
中
略
・　

即
ち
こ
の
指
令
に
遵
ひ
宗
教
法

人
に
則
り
、
前
記
声
明
の
趣
旨
に
基
き
神
社

本
庁
の
設
立
を
見
、
つ
い
で
わ
が
長
野
県
神

社
庁
が
誕
生
し
た
次
第
で
あ
る
。・
中
略
・

神
職
は
真
に
中
執
持
の
職
任
に
徹
し
、
い
よ

い
よ
知
徳
の
練
磨
修
養
に
志
し
、
至
誠
恭
敬

神
明
に
奉
仕
し
、
謙
虚
精
励
氏
子
崇
敬
者
の

与
望
に
対
え
、
氏
子
崇
敬
者
就
中
総
代
は
、

神
職
を
補
佐
し
協
力
し
、
氏
子
崇
敬
者
を
率

い
て
神
社
の
維
持
経
営
に
更
に
一
層
の
力
を

致
さ
れ
ん
こ
と
を
要
望
念
願
し
て
已
ま
な

い
。・
後
略
・
」

　

長
野
県
神
社
庁
長　

中
島
正
国

　

官
幣
大
社
諏
訪
神
社
（
諏
訪
大
社
）
宮
司

で
あ
っ
た
中
島
庁
長
は
声
明
文
の
中
で
、

匪ひ
き
ゅ
う躬
と
い
う
難
し
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
、
易
の
中
に
出
て
く
る
言
葉
で
、

易
の
六
十
四
卦
の
な
か
で
大
凶
に
当
た
る
四

大
難
卦
の
一
つ
「
蹇け
ん

」
と
い
う
行
き
詰
ま
り

の
最
悪
の
状
態
の
卦
が
出
た
時
、
た
だ
た
だ

献
身
的
努
力
す
べ
き
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
ほ

ど
の
困
難
が
戦
後
に
は
あ
り
、
そ
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
今
の
神
社
界
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
い
つ
も
頭
に
い
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

神
社
庁
舎
氏
子
会
館
建
築
に
は
そ
の
後
十

年
の
月
日
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　

昭
和
三
十
年
十
一
月
十
四
日

　

神
社
庁
神
社
総
代
会
連
合
大
会
が
松
本
市

民
会
館
で
開
か
れ
た
。
こ
の
日
、
上
水
内
郡

牟
礼
神
社
総
代
清
水
和
合
治
よ
り
庁
舎
氏
子

会
館
建
設
の
緊
急
動
議
が
あ
り
、
林
功
郎
大

会
議
長
が
こ
れ
を
採
択
万
場
一
致
の
可
決
と

な
っ
た
。

　

昭
和
三
十
一
年
三
月
五
日

　

準
備
委
員
会
が
招
集
さ
れ
、
設
計
者
を
依

頼
、
基
礎
的
な
案
を
決
め
た
。
正
式
決
定
は

同
年
六
月
二
十
六
日
の
協
議
員
会
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
協
議
員
の
中
か
ら
三
十
五

名
が
委
嘱
さ
れ
原
案
作
成
小
委
員
会
が
で
き

た
。
翌
年
二
月
ま
で
に
数
回
に
亘
る
委
員
会

が
漸
次
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
も
一
番
の
難

問
は
建
設
位
置
で
あ
っ
た
。
様
々
な
交
渉
の

末
、
現
在
地
に
歩
み
寄
り
、
決
着
を
む
か
え

た
が
、
こ
の
問
題
は
、
今
回
の
新
庁
舎
建
設

氏子会館

禊場
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の
時
に
も
激
し
く
ぶ
り

返
さ
れ
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
六
月
二
十
八
日

　

地
鎮
起
工
式　

　

斎
主　

地
元
支
部
長　

齋
藤
吉
延
宮
司
、

　

副
斎
主　

原
春
苗
宮
司　

他
四
名
奉
仕

　

武
藤
清
文
庁
長
の
刈
初
め

　

坂
戸
県
神
社
総
代
会
長
の
鍬
入
れ
の
儀

　

玉
串
は
、
長
野
県
知
事
、
長
野
市
長
、

請
負
の
中
部
建
設
社
長
加
藤
重
蔵
他
多
数

荘
厳
な
盛
儀
で
あ
っ
た
。

　

土
地
無
償
提
供
問
題
な
ど
幾
多
の
課
題
を

乗
り
越
え
て
、
竣
工
を
迎
え
る
。



平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
十
四
時
四
六
分

　

東
日
本
大
震
災
発
生　

死
者
一
万
八
千
余

　

翌
日
、
下
水
内
郡
栄
村
震
源
に
よ
る
震
度

六
強
の
地
震
発
生

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日

　

神
城
断
層
地
震
発
生　

　

白
馬
村
震
源　

長
野
市
震
度
六
弱

　

日
本
列
島
は
次
々
に
大
き
な
地
震
に
見
舞

わ
れ
、
神
社
庁
の
大
講
堂
の
大
ガ
ラ
ス
も
破

損
し
、
耐
震
強
度
の
見
直
し
、
耐
震
工
事
の

必
要
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
八
年
七
月
六
日

　

理
事
会
に
て
宇
治
橋
淳
庁
長
よ
り
庁
舎
改

築
の
発
議
。

　

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

　

第
九
十
回
定
例
協
議
会
に
て
庁
舎
新
築
決

議
。

　

土
地
検
討
委
員
会
と
募
財
計
画
検
討
委
員

会
が
東
北
中
南
信
四
区
か
ら
各
二
名
ず
つ
選

出
さ
れ
検
討
を
重
ね
た
。

　

建
設
場
所
と
し
て
は
中
南
信
の
関
係
者

は
、
松
本
を
強
く
希
望
し
、
松
本
城
西
の
用

地
を
検
討
委
員
会
で
視
察
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。

　

昭
和
三
十
三
年
九
月
十
二
日

　

鎮
座
祭
、
翌
十
三
日
に
落
成
祝
賀
式
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
日
天
気
快
晴
、
三
年
間
の
苦

労
が
報
わ
れ
る
日
と
な
っ
た
。
十
二
日
午
後

三
時
高
山
副
庁
長
が
斎
主
と
な
り
厳
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
時
よ
り
九
月
十
二
日
は
長
野
県
神
社

庁
に
と
っ
て
は
特
別
な
日
と
な
り
、
毎
年
神

殿
例
祭
が
行
わ
れ
る
日
と
な
り
、
今
回
の
新

庁
舎
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る
日
と
も
な
っ
た
。

　

落
成
当
時
、
全
国
に
も
誇
る
荘
重
典
雅
の

殿
堂
と
う
た
わ

れ
る
長
野
県
神

社
庁
舎
氏
子
会

館
も
月
日
の
隔

て
の
随
々
に
経

年
劣
化
し
て
い

く
。

平
成
七
年
一
月

十
七
日
五
時

四
六
分

　

阪
神
淡
路
大

震
災
発
生　

死

者
六
千
四
百
余

　

平
成
三
十
年
七
月

　

長
野
市
よ
り
城
山
緑
地
化
計
画
の
一
貫
と

し
て
県
社
隣
地
と
現
在
の
場
所
の
交
換
の
申

出
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
長
野
市
に
建
設
す

る
こ
と
が
ほ
ぼ
固
ま
る
。

　

令
和
元
年
七
月
二
十
六
日

　

第
九
十
五
回
協
議
員
会
に
て
県
社
隣
地
約

二
五
〇
坪
、
募

財
計
画
約
四
億

円
に
て
令
和
二

年
度
よ
り
五
カ

年
を
目
途
に
開

始
す
る
旨
決
議
。

　

募
財
計
画
は
、

小
委
員
会
が
検

討
に
検
討
を
重

ね
生
み
出
し
た

も
の
で
あ
る
が
、

募
財
し
て
い
た

だ
く
方
々
に
隅	

々
ま
で
趣
意
が

浸
透
し
た
と
は

言
い
難
か
っ
た
。

短
期
間
に
多
額

神城の神社が潰れた写真

神殿例祭

大講堂のガラスが割れた写真
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の
金
額
を
募
る
こ
と
は
、
神
職
個
々
の
経
済

格
差
も
あ
り
、
長
期
募
財
を
望
む
声
や
、
仕

様
の
見
直
し
コ
ス
ト
削
減
を
望
む
声
も
あ
っ

た
。
匪ひ
き
ゅ
う躬
を
な
す
心
構
え
は
七
十
年
の
歳
月

と
世
代
の
重
な
り
に
よ
り
次
第
に
薄
ま
っ
て

い
る
。

　

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日

会
館
有
効
機
能
諮
問
特
別
会
議
開
催

　

会
館
は
、
県
内
各
神
社
関
係
統
合
の
事
務
、

関
係
諸
会
議
に
用
い
る
場
所
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
県
内
す
べ
て
の
神
々
を
祀
る

神
殿
と
し
て
の
機
能
、
県
下
神
職
、
氏
子
総

代
の
練
磨
修
養
の
研
修
を
行
う
神
道
伝
統
文

化
の
継
続
隆
盛
の
た
め
の
殿
堂
で
あ
る
こ
と

を
、
県
内
全
神
職
氏
子
総
代
諸
関
係
者
に
熟

知
徹
底
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。

　

機
能
充
実
の
た
め
以
下
の
様
式
が
求
め
ら

れ
る
。

工
事
仕
様　

鉄
骨
二
階
建

　
　
　

一
階　

一
五
九
坪

　
　

神
殿　

会
議
室　

庁
長
室　

応
接
室

　
　

事
務
室　

書
庫　

祭
具
庫　

禊
所

　
　
　

二
階　

一
一
九
坪

　
　

習
礼
室　

参
籠
室　

倉
庫

　

令
和
四
年
三
月
十
五
日

　

長
野
市
と
の
土
地
交
換
に
つ
い
て
の
契
約

書
締
結
。

▉
新　

神
社
庁
舎
・
氏
子
会
館
地
鎮
祭

　

令
和
四
年
九
月
十
二
日
月
曜
日
午
前
十
時

半
、
天
気
晴
れ
、
気
温
三
十
一
度
。
長
野
市

箱
清
水
一
丁
目
二
四
〇
九
番
二
に
お
い
て
斎

行
。

　

奉
仕
者

　
　

斎　

主　

穗
髙
光
雄　

副
庁
長

　
　

副
斎
主　

松
村
健
悟　

神
社
庁
理
事

　
　

祭　

員　

武
者
幸
彦　

北
佐
久
支
部
長

　
　

祭　

員　

遠
藤
綾
子　

女
子
神
職
会

　
　

祭　

員　

林　

剛
邦　

神
道
青
年
会

　
　

典　

儀　

宮
澤
千
尋　

祭
式
講
師

　

伶
人
（
長
野
雅
楽
会
）

　
　

龍
笛
・
和
琴　

齋
藤
英
之

　
　

鳳
笙　
　
　
　

若
槻
徹
也

　
　

篳
篥　
　
　
　

前
田
美
保

参
列
者　

滝
和
人
庁
長
・
宇
治
橋
淳
顧
問
・

　

前
長
野
市
長
加
藤
久
雄
氏
以
下
八
十
五
名

竣
工
予
定　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

設�

計
管
理　

株
式
会
社
中
村
建
築
研
究
所

施
工
業
者　

北
野
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　

株
式
会
社
ア
ス
ピ
ア

　
　
　
　
　

�

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

募
財
状
況
は

神
州
一
三
五
号

に
掲
載
い
た
し

ま
し
た
が
、
募

財
計
画
三
年
目

を
迎
え
、
ま
す

ま
す
県
下
神
職

神
社
関
係
者
一

致
協
力
の
成
果

に
よ
り
無
事
の

竣
工
を
祈
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　
『
長
野
県
神
社
百
年
誌
』

　
『
長
野
県
神
社
庁
三
十
年
誌
』
参
照

�

編
集　

山
崎
洋
文 四方祓 地鎮祭献饌
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◆
神
宮
大
麻
の
頒
布

　

九
月
十
七
日
に
「
神じ

ん
ぐ
う宮
大た

い

ま

れ

き

麻
暦
頒は

ん

ぷ布

祭さ
い

」
が
伊
勢
の
神
宮
の
内な

い
く
う宮
神か

ぐ

ら楽
殿で

ん

で
行
わ

れ
、
神
宮
大だ

い
ぐ
う
じ

宮
司
よ
り
新
し
い
神じ

ん
ぐ
う宮
大た

い

ま麻

と
神じ

ん
ぐ
う
れ
き

宮
暦
が
神
社
本
庁
統
理
に
手
渡
さ
れ
、

各
県
神
社
庁
長
に
頒は

ん

ぷ布
さ
れ
ま
し
た
。
そ

う
し
て
全
国
に
配
ら
れ
る
神じ

ん
ぐ
う宮
大た

い

ま麻
は
、

神じ
ん
ぐ
う
し
ち
ょ
う

宮
司
庁
の
頒は

ん

ぷ

ぶ

布
部
で
修し

ゅ
ば
つ祓
さ
れ
て
、
更
に

大
麻
を
運
送
す
る
会
社
で
は
出
発
す
る
ト

ラ
ッ
ク
ご
と
に
修し

ゅ
ば
つ祓
を
受
け
て
全
国
に
運
ば

れ
て
い
き
ま
す
。

　

十
月
三
日
に
長
野
県
神
社
庁
で
は
「
神
社

庁
神じ

ん
ぐ
う宮
大た

い
ま
　
れ
き

麻
暦
頒は

ん

ぷ布
始

は
じ
め

奉ほ
う
こ
く告
祭さ

い

」
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
か
ら
、
神
宮
大
麻
と
神
宮
暦
が

神
社
庁
か
ら
県
内
各
支
部
へ
頒わ

け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
各
支
部
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
神
社
の
宮
司
に
届
け
ら
れ
、
神
社

氏
子
地
域
で
更
に
お
祓
い
と
お
ま
つ
り
が
さ

れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
氏
神
の
神
札
と
一
緒
に
、
神

職
や
役
員
の
手
に
よ
っ
て
各
家
庭
に
配
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

　

神
宮
大
麻
は
、
尊
い
神
宮
の
ご
加
護
が
各

家
庭
に
授
け
ら
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
清
浄

を
期
し
て
祓
い
に
祓
い
が
重
ね
ら
れ
家
庭
の

神
棚
に
ま
つ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
伊
勢
御
師
の
配
札
活
動

　

神
宮
が
奉
製
す
る
大
麻
・
暦
の
全
国
頒
布

の
基
礎
が
出
来
た
百
五
十
年
以
前
は
、
ど
の

よ
う
に
大
麻
は
全
国
に
配
ら
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
伊
勢
神
宮
の
神
職
で
あ
る
「
御お

ん

師し

」
が
神
宮
と
全
国
の
崇
敬
者
の
中
を
執と

り
持
っ
て
全
国
に
「
御お

は

ら祓
い
大
麻
」
と

「
伊い

せ
こ
よ
み

勢
暦
」
を
配
札
し
て
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
神
宮
に
は
天
皇
以
外
が
幣へ

い
は
く帛
を

神宮大麻搬送のトラックの祓い（写真提供：神宮司庁）

大麻暦頒布始奉告祭（長野県神社庁）

神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
に
よ
せ
て
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お
供
え
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
私し

幣へ
い

禁き
ん
だ
ん断
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
身
分
の
高
い
貴

族
で
あ
っ
て
も
供
え
物
や
、
私
事
を
祈
る
こ

と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
神
宮
で
は

御
師
は
全
国
の
人
々
の
祈
り
や
願
い
を
神
宮

に
届
け
る
中
執
り
持
ち
と
な
り
、
公
家
や
大

名
な
ど
有
力
者
だ
け
で
な
く
町
民
や
農
民
に

ま
で
お
伊
勢
参
り
の
道
を
開
き
ま
し
た
。
全

国
く
ま
な
く
檀
家
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受

け
持
ち
の
檀
家
を
廻
り
御
祓
い
大
麻
や
伊
勢

暦
を
授
け
る
こ
と
を
「
壇
廻
り
」、「
御
祓
い

配
り
」
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
佐
渡
や
八
丈

島
な
ど
の
島
嶼
や
北
海
道
の
松
前
ま
で
及
び

ま
し
た
。
御
師
た
ち
は
神
札
や
暦
以
外
に
も

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
地
方
に
も
た
ら
し
ま
し

た
。
御
師
の
お
土
産
に
は
、
宇
治
茶
・
熨の

斗し

・
青
の
り
・
鰹
節
な
ど
の
海
産
物
、
お

し
ろ
い
・
布
・
帯
な
ど
の
産
物
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
お
伊
勢
参
り
の
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
参
宮
に
伊
勢
を
訪
れ
た
檀
家
を
御

師
邸
で
も
て
な
し
、
特
別
の
祈
祷
や
神
楽
奉

納
だ
け
で
な
く
宿
泊
や
飲
食
、
名
所
案
内
ま

で
も
提
供
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
御
師
の

活
動
は
信
仰
の
み
な
ら
ず
観
光
に
も
大
い
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
『
安
永
六
年
外
宮
師
職
壇
方
家

数
改
帳
』（
一
七
七
七
年
）
で
は
、
全
国
総
戸

数
の
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
に
大
麻
頒
布
が

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
に
は
、
内
宮
（
宇
治
）
と

外
宮
（
山
田
）
を
合
わ
せ
て
八
百
六
十
四
軒

を
数
え
る
御
師
家
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
御
師
た
ち
が
全
国
に
神
宮
の

お
神
札
を
配
る
「
廻か

い
だ
ん壇
」
の
時
期
は
、
五

月
、
七
月
、
九
月
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
。

年
末
に
お
神
札
を
い
た
だ
く
現
代
の
私
た
ち

と
は
大
分
違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◆
信
濃
で
の
御
師
の
活
躍

　

平
安
時
代
末
期
か
ら
続
い
て
き
た
御
師
で

す
が
、
室
町
時
代
を
経
て
大
い
に
発
展
し

ま
す
。
長
野
県
で
は
度
会
文
里
と
い
う
御
師

が
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
に
「
信
濃
国
阿

加
（
赤
）
沢
殿
一
家
御
内
方
人
々
下
人
以

下
百
姓
一
円
」
の
知
行
を
記
し
た
文
書
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
戦
国
時
代
の
天
文

十
五
（
一
五
四
六
）
年
に
は
榎

え
の
き
く
ら倉
修
理
進
武

棟
と
い
う
御
師
の
「
一
信
濃
国
府
中
小
笠
原

殿
、
御
同
名
中
、
御
神
領
共
ニ
」
と
あ
り
、

当
時
の
松
本
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
天
正

九
（
一
五
八
一
）
年
に
宇
治
久
家
に
よ
っ
て

「
御
祓
い
配
り
日
記
」
が
残
さ
れ
ま
す
。
宇

治
久
家
の
檀
家
は
、
御み

く
り
ゃ厨
が
あ
っ
た
会
田
・

麻
績
と
仁
科
、
そ
し
て
長
野
市
を
指
す
川
中

島
地
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
田
氏
は
武
田

氏
と
同
じ
く
翌
年
に
滅
亡
し
て
し
ま
い
ま
す

の
で
当
時
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
記
録
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
仁
科
で
は
堤
家
も
有
力
な
御
師
で
し

た
。
近
世
に
は
松
本
・
伊
那
・
飯
田
は
丸

岡
宗
大
夫
の
檀
家
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
丸

岡
宗
大
夫
邸
に
は
全
国
九
七
六
八
戸
の
檀
家

を
持
ち
、
摂
津
、
伊
賀
、
武
蔵
国
葛
飾
、
相

模
三
浦
の
ほ
か
、
信
州
伊
那
郡
六
十
二
ケ
村

五
九
六
戸
と
記
録
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
現

御祓い大麻

神　　　　　州 （136号）令和５年１月１日（10）



存
し
て
い
る
唯
一
の
御
師
の
屋
敷
は
、
伊
勢

市
宮
町
に
あ
る
丸
岡
宗
大
夫
邸
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
北
信
の
御
師�

荒あ
ら
き
だ
ひ
さ
お
ゆ

木
田
久
老
・
久ひ
さ
も
り守

　

前
述
の
よ
う
に
北
信
の
御
師
の
記
録
は
宇

治
久
家
の
「
御
祓
い
配
り
日
記
」
に
よ
っ
て

戦
国
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
久

家
の
宇
治
家
は
荒
木
田
姓
を
名
乗
る
内
宮
の

権
禰
宜
家
で
代
々
麻お

う

く

ち

ろ

く

生
口
六
大た
ゆ
う夫
を
名
乗
り

ま
し
た
。

　

近
世
に
な
り
、
麻
生
口
六
大
夫
の
檀
家
は

一
万
九
百
軒
あ
っ
て
、
長
野
市
か
ら
須
坂
市

相
之
島
ま
で
及
ぶ
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
中

で
も
荒あ

ら

き

だ

木
田
久ひ

さ

老お
ゆ

と
荒
木
田
久ひ

さ

守も
り

は
学
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
久
老
は
万
葉
集
学

者
の
賀か

も

の

ま

ぶ

ち

茂
真
淵
門
弟
で
本も

と
お
り居
宣の

り
な
が長
と
同
門
で

あ
り
国
学
者
と
し
て
も
著
名
で
し
た
。
御
師

が
犀
川
の
流
れ
る
丹た

ん

波ば

し

ま島
の
渡
し
ま
で
来
る

と
、
町
の
役
人
た
ち
は
裃

か
み
し
もに
威
儀
を
正
し
、

駕か

ご籠
を
用
意
し
て
豪
華
な
行
列
で
出
迎
え
た

と
い
い
ま
す
。
御
師
の
屋
敷
は
長
野
市
東
之

門
町
の
太
神
宮
に
あ
り
ま
し
た
。
善
光
寺
住

職
、
商
家
、
豪
農
ら
は
学
問
を
請
い
に
屋
敷

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
三
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
「
廻
壇
」
配
札
を
し
た
模
様
は

『
五い

つ

き

十
槻
園そ

の

旅
日
記
』
に
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
そ
の
著
書
『
信
濃
漫
録
』
で

は
万
葉
集
巻
第
十
四
相
聞
歌
の
「
な
か
ま

に
」
の
地
を
長
野
市
柳
原
に
比
定
し
た
り
し

ま
し
た
（
拙
書
『
神
州　

百
二
十
四
号
』「
明

治
天
皇
長
野
御
巡
幸
と
神
武
天
皇
遙
拝
所
」

参
照
）。

　

荒あ

ら

き

だ

木
田
久ひ

さ

守も
り

は
善
光
寺
地
震
で
亡
く
し
た

跡
取
り
を
偲
ぶ
商
家
に
和
歌
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
長
門
町
の
天
神
社
境
内
に
「
孝こ

う

信し
ん

桜さ
く
らの
碑
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
問
に
大
金
が
掛
か
る
江
戸
時

代
に
学
者
を
出
し
た
荒
木
田
家
は
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
き
ま
し
た
。
経
済
援
助
に
善
光

寺
町
檀
家
世
話
人
た
ち
は
何
か
と
奔
走
し
ま

し
た
が
、
御
師
と
の
長
年
の
紐
帯
は
途
切
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
悲
劇
の
御
師�

荒あ
ら
き
だ

木
田
久ひ
さ

任と
う

　

江
戸
時
代
も
終
わ
る
頃
、
荒
木
田
家
で
は

わ
ず
か
二
歳
の
久ひ

さ

任と
う

が
家
督
を
継
ぎ
、
文
久

元
（
一
八
六
一
）
年
に
五
歳
で
善
光
寺
町
に

赴
き
ま
し
た
。
町
役
人
と
世
話
人
た
ち
は
先

例
に
従
い
幼
い
御
師
を
、
威
儀
を
正
し
て
迎

御師屋敷跡　長野市東之門町

荒木田久任追悼碑
長野市東之門町　寛慶寺境内
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え
に
行
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
当

時
流
行
し
て
い
た
麻は

し

か疹
に
罹
り
、
六
歳
で
夭

逝
し
て
し
ま
い
ま
す
。
御
師
屋
敷
の
あ
る
東

之
門
町
の
住
人
は
そ
れ
を
悼
み
追
悼
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。
そ
の
碑
は
善
光
寺
隣
の

寛か
ん
け
い
じ

慶
寺
境
内
に
ひ
っ
そ
り
と
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
久ひ

さ
な
が永
が
継
ぎ
ま
す
が
、
明
治
四
年

に
御
師
の
活
動
は
禁
止
さ
れ
最
後
の
御
師
と

な
り
ま
し
た
。

◆
神
宮
大
麻
の
全
国
頒
布
百
五
十
周
年

　
『
長
野
県
神
社
庁
百
年
誌
』
に
よ
る
と
明

治
五
年
に
安
曇
野
矢
原
地
区
で
御
師
堤

つ
つ
み

織お

り

べ部
が
大
麻
の
お
初
穂
を
集
め
た
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
書
で
は
「
敬
神
藩
主
の
御
領
内
で

あ
っ
た
か
ら
か
、
永
山
筑
摩
県
参
事
も
黙
認

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
御
師
職
の
廃

止
後
の
活
動
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
四
年
に
神
宮
の
制
度
が
公
的
な
も
の

と
し
て
改
ま
り
、
御
師
の
職
は
廃
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
御
師
が
全
国
の
人
々
に

配
札
し
て
き
た
大
麻
は
、
明
治
天
皇
の
大
御

心
に
よ
っ
て
、
各
家
庭
が
「
朝

あ
し
た

に
夕

ゆ
う
べ

に
皇す

め

大お
お
み
か
み

御
神
を
慎
み
敬
い
拝
ま
し
め
給
ふ
」
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
明
治
五
年
か
ら
「
神じ

ん
ぐ
う宮

大た

い

ま麻
」「
神じ

ん
ぐ
う
れ
き

宮
暦
」
と
し
て
神
宮
司
庁
よ
り
全

国
に
頒
布
す
る
態
勢
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
麻
も
お
祓
い
の
数
を
示
す
串
を
中
心
と

し
た
形
態
か
ら
、
朱
印
を
捺
し
た
「
御
璽

（
ミ
シ
ル
シ
）
」
と
変
化
し
ま
し
た
。
終
戦

後
、
神
宮
は
国
家
的
公
的
立
場
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
神
宮
と
私
た

ち
の
紐
帯
は
神
宮
の
尊
さ
に
憧
れ
崇
敬
し
て

き
た
信
仰
と
と
も
に
、
御
師
が
私
た
ち
と
結

ん
で
き
た
信
頼
関
係
の
上
に
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
令
和
三
年
度
長
野
県
神
社
庁
大
麻

頒
布
委
員
会
の
報
告
で
は
、
神
宮
大
麻
の
長

野
県
頒
布
率
は
、
世
帯
数
の
二
七
・一
パ
ー

セ
ン
ト
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
天
皇
の
大
御
心
と
神
祇
省
の
告
諭
か

ら
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
私
た
ち
は
、
先
人

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
現
在
の
神
社
宮
司
の

頒
布
体
制
で
あ
る
意
義
を
理
解
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
神
宮
大
麻
頒
布
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

参
照
『
長
野
県
神
社
庁
百
年
誌
』『
瑞
垣

二
百
四
十
号
』『
神
道
事
典
』『
長
野
市
誌
第

四
巻
』『
長
野
市
史
考
』
小
林
計
一
郎
著

�

編
集　

齋
藤
英
之

最後の御師 麻生口六大夫、
久永の名が見える（長野市N邸）

現在、神宮より授与される大麻（写真提供：神宮司庁）
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「
終
戦
直
後
、
国
体
の
明
徴
、
御
神
徳
の
昂

揚
、
祭
祀
の
厳
修
と
い
う
国
定
は
全
く
破
棄

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
神
道
指
令
に
よ
り

神
社
の
存
続
さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
、
慌

た
だ
し
く
神
社
本
庁
が
創
立
（
昭
和
二
十
一

年
）
さ
れ
、
各
県
に
は
神
社
庁
が
出
来
、
そ

の
中
に
教
学
部
が
設
け
ら
れ
、
更
に
教
学
部

活
動
の
一
環
と
し
て
神
道
青
年
会
を
結
成
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
初
夏
、
長
野
県
神
社
庁
長

と
教
学
部
長
の
招
集
に
よ
り
、
長
野
縣
護
國

神
社
斎
館
に
県
内
数
え
四
十
才
以
下
の
神
職

が
集
合
。
教
学
部
原
案
の
会
則
を
可
決
し
て
、

私
が
初
代
会
長
と
な
り
、
役
員
も
そ
れ
ぞ
れ

決
ま
り
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
当
時
は
戦
時
下
の
反
動
で
、
神
社
に

参
拝
す
る
国
民
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
此
処
彼

処
の
鎮
守
の
森
も
切
ら
れ
た
り
し
て
荒
ん
だ

も
の
。
靖
國
神
社
の
存
続
は
確
定
し
た
も
の

の
、
護
國
神
社
の
存
位
は
未
確
定
、
占
領
下

で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
神
道
青
年
会
の
使

命
は
実
に
重
大
で
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
年
に
は
全
国
神
道
青
年
会
が
組
織
さ
れ
、

東
海
五
県
の
ブ
ロ
ッ
ク
も
結
成
。
東
海
地
区

の
初
会
長
会
は
伊
勢
の
神
宮
で
開
催
。
敗
戦

に
よ
り
御
遷
宮
を
延
期
し
た
神
宮
に
参
拝
し
、

そ
の
荒
廃
し
た
社
殿
を
見
て
、
感
無
量
で
あ

り
ま
し
た
。高
倉
大
宮
司
・
秋
岡
少
宮
司
か
ら
、

『
昭
和
二
十
八
年
に
延
期
と
な
っ
た
御
遷
宮

は
、
初
め
て
民
間
に
よ
っ
て
の
御
造
営
と
な

る
。
何
卒
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
懇

望
さ
れ
た
事
は
遂
昨
日
の
事
の
様
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。』（
同
会
会
報
「
志
な
の
」
昭
和

五
十
三
年
発
行
／
要
旨
）

　

長
野
県
神
道
青
年
会

　

初
代
会
長　

平
林
直
樹

　

  

生
年　

明
治
四
十
二
年
十
月
五
日

　

  

没
年　

昭
和
六
十
三
年
三
月
十
三
日

　

終
戦
、
占
領
下
と
い
う
未
曾
有
の
国
難
。

神
社
が
置
か
れ
た
環
境
の
厳
し
さ
と
、
大
き

く
変
動
す
る
世
の
中
に
対
応
す
べ
く
神
社
関

係
者
が
尽
力
し
、
現
在
に
至
る
道
筋
を
創
る

た
め
奔
走
す
る
姿
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、

長
野
県
神
道
青
年
会
は
神
社
庁
教
学
部
が
主

導
し
、
全
国
組
織
の
創
設
に
併
せ
結
成
さ
れ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
同
時
期
、
県
内
の
青
年
神
職
は
既

に
独
自
の
組
織
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
た

記
録
が
あ
る
と
、
深
志
神
社
（
松
本
市
）
の

牟
礼
仁
宮
司
よ
り
資
料
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。「
長
野
県
青
年
神
職
会
／
会
報
／
奉
頌

（
ほ
う
し
ょ
う
）
第
三
号
／
昭
和
二
十
四
年

三
月
発
行
」

　

今
と
な
っ
て
は
幻

と
な
っ
た
青
年
神
職

会
の
活
動
を
、
次
号

以
降
に
追
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

各
神
社
や
神
職
家

で
「
奉
頌
」
を
お
持

ち
の
方
は
、
神
社
庁
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
で
す
。�

編
集　

平
林
秀
文

　

長
野
県
内
で
は
、
四
十
歳
以
下
の
神
職
は
「
長
野
県
神
道
青
年
会
（
略
称
・
神
青
会
）」
と
い
う
組
織
に
所

属
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
研
修
や
研
鑽
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

「
奉
頌
〜
戦
後
の
青
年
神
職
た
ち
〜
」

「
奉
頌
〜
戦
後
の
青
年
神
職
た
ち
〜
」

神　　　　　州 （136号）令和５年１月１日（13）



　

三
年
越
し
に
企
画
し
た
阿
智
村
清
内
路
の

県
無
形
文
化
財
「
諏
訪
神
社
手
作
り
花
火
」

の
観
覧
研
修
が
十
月
六
日
近
藤
政
彰
宮
司
の

ご
高
配
を
賜
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
手
作
り
花
火
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
伝
統
行
事
で
上
清
内
路
煙
火
同
士
会
が
毎

年
奉
納
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は
地
区
住
民
の

み
の
観
覧
、
三
年
ぶ
り
に
一
般
の
観
覧
が
叶

い
ま
し
た
。
同
士
会
は
、
八
月
か
ら
炭
焼
き

竹
切
り
等
の
準
備
を
始
め
、
九
月
に
秘
伝
の

火
薬
作
り
に
は
い
り
ま
す
。
皆
、
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
連
日
の
作
業
に
な
り
ま
す
。

　

秋
が
深
ま
る
中
、
無
数
の
火
の
粉
が
境
内

を
照
ら
し
約
三
百
人
を
熱
気
で
包
み
ま
し

た
。
青
紫
色
に
七
分
以
上
も
幻
想
的
に
光
を

放
つ
「
ぶ
ど
う
棚
」
か
ら
始
ま
り
、
花
火
を

付
け
た
円
盤
が
回
転
す
る
「
大
シ
ャ
ク
マ
」

等
々
、
手
作
り
感
の
あ
る
、
見
た
こ
と
も
な

い
花
火
、
成
功
を
喜
ぶ
同
士
会
の
「
オ
イ

サ
！
」
の
掛
け
声
、「
神
を
近
く
に
感
じ
る
」

と
い
う
同
士
会
の
意
気
込
み
で
し
た
。
こ
れ

こ
そ
臨
場
の
感
動
だ
と
肌
で
感
じ
、
伝
統
行

事
の
継
続
を
祈
り
ま
し
た
。

奉納前の祓い

花傘 ぶどう棚 諏訪神社参道

清
内
路
教
養
研
修
会

�

教
化
副
委
員
長
　
遠 

藤 

綾 

子
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上
田
市
手
塚
の
舌し
た
く
い
け

喰
池
で
、
雨
乞
い
行
事

「
百
八
手
」
が
三
年
ぶ
り
に
九
月
二
十
四
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
二
十
三
日
の
予
定

で
し
た
が
雨
に
よ
り
順
延
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
田
市
塩
田
地
区
は
年
間
降
雨
量
が

一
〇
〇
〇
ミ
リ
に
も
達
し
な
い
全
国
で
も
有

数
の
少
雨
乾
燥
地
帯
で
あ
る
た
め
灌
漑
用
の

た
め
池
が
四
十
一
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
江
戸
時

代
よ
り
日
照
り
の
時
は
、
た
め
池
の
土
手
に

薪
を
積
み
上

げ
、
塩
田
平

の
村
々
で
時

間
を
決
め
村

人
た
ち
が
麦

わ
ら
で
作
っ

た
松
明
を
持

ち
寄
り
一
斉

に
火
を
つ
け

「
あ
ー
め
ふ	

ー
ら
せ
た
ん

ま
い
な
」
と

唱
え
な
が
ら
必
死
に
祈
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

千
駄
だ
き
の
雨
乞
い
、
あ
る
い
は
百
八
手
と

い
い
ま
す
。

　

今
年
は
暗
闇
の
中
、
ほ
ら
貝
を
吹
き
鳴
ら

し
開
催
を
告
げ
塩
田
平
の
た
め
池
を
愛
す
る

会
大
口
義
明
会
長
、
土
屋
陽
一
市
長
の
挨
拶

後
神
職
三
人
に
よ
る
大
祓
詞
奏
上
、
お
祓
い
、

塩
田
仏
教
会
僧
侶
に
よ
る
読
経
後
ゆ
ら
ゆ
ら

揺
れ
る
ろ
う
そ
く
の
炎
よ
り
一
本
の
松
明
に

点
火
を
合
図
に
一
斉
に
池
の
畔
の
大
松
明
に

点
火
さ
れ
ま
し
た
。
古
人
の
願
い
が
水
面
に

映
る
松
明
の
炎
が
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。�

編
集　

工
藤
み
ず
枝

　

諏
訪
地
域
で
は
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら

十
一
月
二
十
七
日
ま
で
「
諏
訪
神
仏
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

諏
訪
神
仏
一
斉
公
開
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
明
治
維
新
の
神
仏
判
然
令
に
よ

り
諏
訪
神
社
（
現
諏
訪
大
社
）
よ
り
除
却
さ

れ
た
仏
像
や
什
器
、
建
物
等
を
引
き
取
っ
た

関
係
二
十
二
寺
が
諏
訪
大
社
、
手
長
神
社
、

八
劔
神
社
、
諏

訪
市
、
下
諏
訪

町
博
物
館
と
協

力
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
期
間

前
日
に
は
上

社
、
終
了
時
に

は
下
社
に
て
奉

告
祭
が
執
行
さ

れ
関
係
寺
院
僧

侶
に
よ
る
神
前

読
経
の
奉
納
が

約
一
五
〇
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

か
つ
て
は
神

仏
習
合
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
に
神

社
と
寺
院
が
協
力
す
る
事
は
神
仏
分
離
後
初

め
て
の
事
で
、
今
後
は
神
仏
融
合
（
習
合
）

が
神
仏
融
和
と
な
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

編
集　

桃
井
義
弘

塩
田
平
雨
乞
い
行
事

塩
田
平
雨
乞
い
行
事

諏
訪
神
仏
一
斉
公
開

下社　終了奉告祭

写真提供：上田市日本遺産推進協議会

上社　拝殿での読経
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○
諏
訪
大
社

　
上
社
本
宮
西
宝
殿
（
諏
訪
市
中
洲
宮
山
鎮
座
）

　
下
社
春
宮
東
宝
殿
（
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
鎮
座
）

　
下
社
秋
宮
東
宝
殿
（
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
鎮
座
）

�
宮
司
　
北
島
和
孝

�

宝
殿
改
築

　

当
社
で
は
式
年
造
営
御
柱
大
祭
に
際
し
て

宝
殿
と
称
す
本
殿
的
性
質
を
持
つ
建
造
物
の

造
営
を
行
な
い
ま
す
。
今
般
の
御
柱
大
祭
に

お
い
て
も
古
儀
に
倣
い
上
社
本
宮
、
下
社
春

宮
、
下
社
秋
宮
の
各
宝
殿
三
殿
を
造
営
し
ま

し
た
。

　

造
営
に
際
し
て
の
建
築
用
材
及
び
費
用
は

各
殿
と
も
氏
子
崇
敬
者
か
ら
の
奉
賛
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

式
年
造
営
御
柱
大
祭
は
、
社
殿
の
造
営
と

御
柱
の
曳
建
て
の
部
分
に
大
別
さ
れ
る
祭
儀

で
あ
り
、
各
宝
殿
は
い
ず
れ
も
左
右
に
新
旧

宝
殿
が
並
び
建
つ
形
態
を
と
り
ま
す
。
さ
ら

に
造
営
後
は
旧
宝
殿
よ
り
新
宝
殿
に
御
霊
代

の
遷
座
祭
が
執
行
さ
れ
、
下
社
春
宮
宝
殿
は

　

改
築
前
の
社
務
所
は
、
当
時
の
木
製
の
机

の
裏
に
残
っ
て
い
る
墨
書
か
ら
「
昭
和
十
二

丁
丑
六
月
新
調　

宮
之
前
子
之
社
什
物
」
と

あ
り
約
八
十
五
、六
年
前
の
建
築
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
建
物
全
体
が
老
朽
化
し
て
、
改
築

の
話
も
何
度
か
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
き
て
芹
ヶ
沢
区
の
関
係
者
、
氏
子
総
代

の
熱
意
も
高
ま
り
、
予
算
の
目
処
も
た
ち
改

築
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
社
務
所
は
木
造
平
屋
建
て
約

十
四・
八
坪
、
和
風
造
り
の
部
屋
・
台
所
・

ト
イ
レ
・
収
納
ス
ペ
ー
ス
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
意
識
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、
念
願

が
か
な
い
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
芹
ヶ
沢
区

の
区
長
、
宮
区
長

は
じ
め
関
係
者
の

皆
様
、
工
事
関
係

の
皆
様
に
は
心
よ

り
感
謝
し
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
切
に
利
用
し

て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す

令
和
四
年
五
月
十
三
日
に
浄
暗
の
中
、
御
霊

代
の
奉
遷
が
行
わ
れ
、
七
月
十
三
日
に
は
下

社
秋
宮
宝
殿
も
遷
座
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
社
本
宮
宝
殿
は
令
和
四
年
六
月
十
五
日
に

多
く
の
氏
子
崇
敬

者
が
拝
観
す
る
中

厳
粛
の
内
に
遷
座

祭
が
行
わ
れ
無
事

御
造
営
と
御
遷
座

を
終
了
し
ま
し

た
。

○
子
之
社
（
茅
野
市
北
山
宮
之
前
鎮
座
）

�

宮
司
　
久
保
田
正
彦

�
社
務
所
改
築

�

事
業
費
　
約
一
四
〇
〇
万
円 本宮春宮

秋宮
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新
任
神
職
の
横
顔

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

坂さ
か
い井

　
美み
は
る春

�

三
十
歳

諏
訪
神
社
祢
宜

飯
伊
支
部

　

神
社
本
庁
表
彰
式
が
五
月
二
十
五
日
、
東
京
の

明
治
記
念
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奉
仕
神
社
の
施
設
経
営
に
尽
力
し
た
功
労
者
、
敬

神
の
念
が
厚
く
多
年
神
社
の
経
営
に
協
力
し
た
功

労
者
と
し
て
神
職
・
役
員
・
総
代
等
二
百
六
十
一

名
が
晴
れ
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
次
の
六
名
が
栄
誉
を
受
け
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

〇
令
和
三
年
度
功
績
表
彰

　
表
彰
規
程
第
二
条
第
一
号

　
　

御
嶽
神
社
宮
司�

滝　
　

和
人

　
表
彰
規
程
第
三
条
第
二
号

　
　

建
部
社
宮
司�

林　
　

邦
匤

　
　

戸
隠
神
社
宮
司�

水
野　

邦
樹

　
　

湯
福
神
社
宮
司�
齋
藤　

安
彦

　
表
彰
規
程
第
三
条
第
三
号

　
　

鼻
顔
稲
荷
神
社
役
員�

水
澤　

健
治

　
　

若
一
王
子
神
社
役
員�

山
本　

勝
洋

神
社
本
庁
表
彰
式
　
功
労
者
を
顕
彰

　

令
和
四
年
十
月
三
日
、
神
社
庁
神
殿
に
於
い
て

神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭
を
斎
行
。
左
記
の
頒
布

優
秀
支
部
及
び
優
良
頒
布
奉
仕
者
に
対
す
る
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
記
念
表
彰

支
部
表
彰
（
三
支
部
）

　

飯
伊
支
部

　

南
安
曇
支
部

　

長
野
支
部

神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
記
念
表
彰

頒
布
奉
仕
者
表
彰
（
六
名
）

　

諏
訪
神
社	

祢
宜�

井
出
行
則　
南
佐
久
支
部

　

安
良
居
神
社	

宮
司�

工
藤
康
高　

上
小
支
部

　

諏
訪
神
社	

宮
司�

茅
野
建
夫　
上
伊
那
支
部

　

八
幡
社	

宮
司�

宇
佐
美
秀
臣　

飯
伊
支
部

　

穗
髙
神
社	

権
祢
宜�

清
水
克
訓　
南
安
曇
支
部

　

仁
科
神
社	

責
任
役
員�

松
澤　

啓　

大
北
支
会

神
社
庁
長
表
彰
　
頒
布
奉
仕
者
表
彰
（
四
名
）

　
御
穂
須
々
美
神
社	

宮
司�

甲
田
圭
吾　

上
小
支
部

　
佐
良
志
奈
神
社	

宮
司�

豊
城
憲
和　

更
埴
支
部

　

八
幡
神
社	

総
代
会
監
事�

田
中　

弘　

大
北
支
会

　

伊
勢
社	

主
任
総
代�

遠
藤
富
夫　

更
級
支
会

神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭
斎
行

　

此
の
度
、
知
久
平
諏
訪
神
社
祢
宜
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。
松
本
市
の
深
志
神
社
に
て
五

年
間
巫
女
と
し
て
御
奉
仕
す
る
中
、
大
阪
国

学
院
の
通
信
教
育
で
神
職
資
格
を
取
得
致
し

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
出
仕
と
な
り
祭
典

奉
仕
等
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
昨
年
は
地
元
の
御
柱
祭
に
携
わ
り
、

こ
の
伝
統
を
継
承
し
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

故
郷
へ
戻
り
、
曾
祖
父
ま
で
代
々
御
奉
仕

し
て
参
り
ま
し
た
氏
神
様
に
私
も
御
奉
仕
す

る
夢
が
叶
い
、
大
変
有
難
く
支
え
て
頂
い
た

周
囲
の
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
今
後
は
、
地
域
の
方
に
寄
り
添
い
郷
土

の
発
展
、
神
社
の
伝
統
護
持
に
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。
特
に
氏
子
の
教
化
育
成
や
神
社
の

広
報
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
す
。
先
祖
に
恥
じ
ぬ
よ
う
に
浄
明
正

直
の
心
と
深
き
志
を
胸
に
慎
ん
で
怠
る
こ
と

な
く
、
惟
神
の
道
を
歩
ん
で
参
り
ま
す
。
若

輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
今
後
と
も
御
指
導

御
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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令
和
四
年
五
月
〜

神
社
本
庁
統
理
感
謝
状　

三
百
万
円
以
上
寄
附

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地

氏　

名

飯
伊

安
布
知
神
社
阿
智
村
後
藤　

正
・
後
藤
玲
子

長
野
県
神
社
庁
長
感
謝
状　

三
十
五
万
円
以
上
寄
附

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地

氏　

名

更
埴

自
在
神
社
坂
城
町
有
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令和３年度長野県神社庁災害救助慰藉特別会計歳入歳出決算書

令和３年度長野県神社庁歳入歳出決算書
歳入の部� （単位：円）
款 科　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
1 幣 帛 幣 饌 料 740,200 740,000 200 神社本庁より
2 交 付 金 115,605,600 115,718,000 △112,400 本庁交付金
3 負 担 金 33,235,000 34,025,000 △790,000 支部負担金、神社負担金、神職負担金、特別寄贈金
4 協 賛 金 3,752,000 6,000,000 △2,248,000 特別協賛金、寄付金
5 財 産 収 入 517,288 500,000 17,288 財産利子配当金
6 補 助 金 120,000 120,000 0 神社本庁より参事給与補助金
7 各 種 証 明 料 2,976,000 2,920,000 56,000 神職任命・登録料、承認料、各種手数料・証明料、階位授与交付金
8 諸 収 入 3,270,005 2,500,000 770,005 賽物収入、雑収入
9 管 理 費 収 入 600,000 600,000 0 庁舎管理費収入、関係団体管理費収入
10 過 年 度 収 入 128,000 200,000 △72,000
11 繰 入 金 0 0 0
12 繰 越 金 24,060,633 18,677,000 5,383,633

合　　計 185,004,726 182,000,000 3,004,726
歳出の部� （単位：円）
款 費　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
1 神宮神徳宣揚費交付金 54,874,346 54,874,346 0 支部を通じて各神社へ
2 幣 帛 幣 饌 料 7,961,060 8,700,000 △738,940 別表及特別神社、本務・兼務神社、献幣使参向神社、幣饌料供進神社、献幣使・随員旅費等
3 会 議 費 3,115,263 5,200,000 △2,084,737 会議旅費、諸費
4 庁 務 費 42,347,593 45,160,000 △2,812,407 神事費、儀礼費、役員報酬、諸給与及び福利厚生費、需要費
5 負 担 金 27,008,640 27,008,640 0 神社本庁へ
6 事 業 費 9,256,201 17,900,000 △8,643,799 大麻関係費、教化部費、庁報発行費、職員研修費、東海五県連合会費等
7 研 修 諸 費 220,672 200,000 20,672 神社庁研修諸費
8 庁 舎 維 持 費 543,590 660,000 △116,410 修繕費、設備費、火災保険費
9 交 付 金 3,317,470 3,400,000 △82,530 神職会、総代会、災害慰藉特別会計各交付金
10 積 立 金 3,500,000 3,500,000 0 基本金積立金、役職員退職積立金、五県連合総会積立金、神道昂揚資金積立金等
11 補 助 金 50,000 50,000 0 時局対策費
12 新庁舎建設調査費 0 800,000 △800,000 新庁舎建設特別委員会会議費・調査諸費等

13 予 備 費 0 14,547,014 △14,547,014
合　　計 152,194,835 182,000,000 △29,805,165

歳入の部� （単位：円）
科　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明

１ 負 担 金 3,285,000 3,305,000 △20,000 支部負担金、神職掛金
２ 繰 入 金 700,000 700,000 0 繰入金
３ 本 庁 見 舞 金 40,000 150,000 △110,000 本庁見舞金２件分
４ 雑 収 入 59 1,000 △941 利息
５ 繰 越 金 5,217,122 5,844,000 △626,878 繰越金

合　　計 9,242,181 10,000,000 △757,819
歳出の部� （単位：円）

費　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
１ 災 害 慰 藉 費 627,600 3,685,000 △3,057,400 神社災害慰藉費、神社総代慰藉費、神職災害慰藉費
２ 神 職 掛 金 2,085,000 2,105,000 △20,000 神職掛金積立金、神職掛金支払金
３ 本庁災害慰藉費 204,015 250,000 △45,985 災害対策資金
４ 運 営 費 2,530 60,000 △57,470 事務費、旅費、雑費
５ 予 備 費 0 3,900,000 △3,900,000

合　　計 2,919,145 10,000,000 △7,080,855
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開催!! 
 

対   象：    中学生以下（小学 3 年生以下は保護者同伴） 

 

募集人員：    １００名 （同伴保護者含む） 

 

旅行代金：    1 名 20,000 円 保護者 22,000 円 
 
宿   泊：    神宮会館 （伊勢神宮崇敬会が運営するホテル） 

 

申込期限：    令和５年 2 月 15 日（定員になり次第締め切り致します） 

企   画：    長野県神社庁  

旅行実施：    アルピコ長野トラベル株式会社 官公庁長官登録旅行業第 669 号 

申 込 先：    ①長野県神社庁 〒380-0801 長野市箱清水 1-6-1    電     話 026-232-3355 

F A X 026-233-2720 

②地区担当神職 

 

     

            

地区担当宮司 

令和５年 3/22～23 日 
 
 

 

 

◇新型コロナウイルスの感染状況により、開催の中止あるいは行程に変更が生じる場合がございます◇ 
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